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今月の主なニュース

元
気
な
高
齢
者
を
作
る
栄
養

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
高
齢
社
会
に
向
け

て
革
新
的
報
告
書
「
高
齢
化
と

健
康
に
関
す
る
ワ
ー
ル
ド
・
レ

ポ
ー
ト 

（W
orld Report on 

A
geing and H

ealth　

2015

）」
を
発
表
し
た
。
こ
の

報
告
書
か
ら
は
、
わ
が
国
で
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
高
齢
社
会

に
対
す
る
悲
壮
感
は
感
じ
ら
れ

ず
、「
高
齢
者
は
依
存
者
で
は

な
い
」「
高
齢
化
は
医
療
費
の

増
加
を
も
た
ら
す
が
、
予
想
す

る
ほ
ど
高
く
は
な
ら
な
い
」「
過

去
で
は
な
く
未
来
に
展
望
を
持

つ
」「
高
齢
者
へ
の
支
出
は
負

担
費
用
で
は
な
く
投
資
と
考
え

る
」「
高
齢
者
の
医
療
や
介
護

な
ど
の
費
用
負
担
が
強
調
さ
れ

す
ぎ
、
社
会
貢
献
が
過
小
に
評

価
さ
れ
て
い
る
」「
コ
ス
ト
削

減
の
努
力
と
同
時
に
高
齢
者
を

支
え
る
政
策
に
投
資
す
べ
き
」

な
ど
、
元
気
の
出
る
言
葉
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
は
、
確
か
に
種
々
の

身
体
能
力
の
喪
失
や
低
下
か

ら
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
慢
性
呼
吸
疾

患
、
が
ん
、
認
知
症
な
ど
複
数

の
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
も
、
残
さ
れ

て
い
る
心
身
の
機
能
を
活
用
す

れ
ば
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が

営
ま
れ
、
幸
福
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て

も
元
気
な
高
齢
者
に
な
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
と
は
、
こ
の
よ
う
な
高
齢

者
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
柱
に
な
る
の
が
、
介
護

予
防
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
対
策

で
あ
り
、
そ
の
根
幹
に
な
る
の

が
低
栄
養
の
予
防
で
あ
る
。
低

栄
養
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
各

種
の
栄
養
素
が
必
要
量
を
満
た

し
て
い
な
い
状
態
を
い
う
。
代

表
的
な
疾
患
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
タ
ン
パ
ク
質
欠
乏
症
、

鉄
欠
乏
性
貧
血
、
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
な

ど
が
あ
る
。
特
に
高
齢
者
で
問

題
に
な
る
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

タ
ン
パ
ク
質
の
両
方
が
不
足
す

る
低
栄
養
で
あ
る
。
全
体
的
に

小
食
で
、
あ
っ
さ
り
し
た
も
の

４面 ２面・３面

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
・
第
51
回
夏
期
講
習
会

「
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
の�
�

か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
って
」

神
奈
川
県
健
康
管
理
機
関
協
議
会

「
受
診
率
向
上
を
目
指
し
て
」

厚
生
労
働
省
発
表

老
衰
が
死
因
の
第
３
位
に

ぶ
ら
り
神
奈
川
フ
ォ
ト
紀
行
⑥

箱
根
町
・
仙
石
原
の
す
す
き
草
原

を
好
み
、
肉
類
、
牛
乳
・
乳
製

品
、
卵
類
の
摂
取
量
が
減
少
す

る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
で
は
、
体
内
で
の

タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
能
力
や
回

復
力
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、

や
せ
て
筋
肉
量
が
減
少
し
、
さ

ら
に
血
中
の
タ
ン
パ
ク
質
（
ア

ル
ブ
ミ
ン
）
が
減
少
す
る
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
低
栄
養
は
種
々

の
症
状
を
来
す
。１
９
４
４
年
、

ア
メ
リ
カ
で
、
戦
時
中
に
「M

i
nnesota Starvation Exper
im

ent

：
ミ
ネ
ソ
タ
飢
餓
実
験
」

が
行
わ
れ
た
。
一
般
公
募
で

６
ヵ
月
間
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を

１
日 

１
、５
７
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ（
通

常
の
半
分
）に
抑
え
、
運
動
量

は
週
に
35
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
行
っ
た
。
平
均
体
重
は
69
㎏

か
ら
52・
４
㎏（
マ
イ
ナ
ス
16・

６
㎏
）と
な
り
、
体
温
や
脈
拍

数
の
減
少
、体
力
低
下
、浮
腫
、

視
力
・
聴
力
低
下
な
ど
の
身
体

的
変
化
が
起
こ
っ
た
。
注
目
す

る
の
は
、
集
中
力
や
注
意
力
の

低
下
、
抑
う
つ
、
イ
ラ
イ
ラ
、

無
気
力
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
な
ど
、

高
齢
者
に
み
ら
れ
る
精
神
的
変

化
が
観
察
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

（
表
１
）。高
齢
者
に
よ
く
見
ら

れ
る
精
神
症
状
も
低
栄
養
に
関

係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

腹
八
分
目
は
長
寿
に
有
効
？

　

多
く
の
日
本
人
は
、
貝
原
益

軒
の
「
養
生
訓
」
の
影
響
も
あ

り
、「
腹
八
分
目
食
」
が
健
康

長
寿
に
有
効
だ
と
信
じ
て
い

る
。「
腹
八
分

目
食
」
は
、
栄

養
学
的
に
い
え

ば
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
制
限
食
」

と
な
る
。
２
０

０
９
年
、
ア
メ

リ
カ
の
ウ
ィ
ス

コ
ン
シ
ン
大
学

（
Ｕ
Ｗ
）
は
、

ヒ
ト
に
最
も
近

い
ア
カ
ゲ
ザ
ル

を
長
年
に
わ
た
り
飼
育
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
制
限
食
の
長
寿
の
効

果
を
発
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
１
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
国

立
加
齢
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ａ
）は
、

Ｕ
Ｗ
と
同
様
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
制

限
食
で
実
験
し
た
が
、
死
亡
率

の
低
減
は
認
め
ら
れ
ず
、
寿
命

も
延
伸
さ
せ
る
効
果
は
な
か
っ

た
と
報
告
し
た
。

　

な
ぜ
、
違
っ
た
結
果
が
出
た

の
か
？
両
グ
ル
ー
プ
は
５
年
間

に
わ
た
り
論
争
を
繰
り
返
し
、

昨
年
に
な
り
、
Ｕ
Ｗ
と
Ｎ
Ｉ
Ａ

に
よ
り
報
告
書
が
発
表
さ
れ

た
。
異
な
っ
た
結
果
に
な
っ
た

主
た
る
理
由
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

制
限
食
の
介
入
開
始
時
の
年
齢

の
違
い
で
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｗ
の
研

究
は
７
～
15
歳
（
人
の
年
齢
で

21
～
45
歳
）
で
、
Ｎ
Ｉ
Ａ
研
究

は
１
～
５
歳
（
３
～
15
歳
）
と

16
～
23
歳
（
48
～
69
歳
）
を
そ

れ
ぞ
れ
対
象
に
し
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
成
人
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
制
限
食
は
、
肥
満
や
メ
タ

ボ
対
策
の
予
防
に
有
効
で
長
寿

に
結
び
つ
く
が
、
小
児
や
高
齢

者
に
は
効
果
は
無
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
制
限
食
に
効
果
が
あ
っ

た
サ
ル
に
は
骨
密
度
の
低
下
が

観
察
さ
れ
、
長
寿
は
し
た
の
だ

が
要
介
護
サ
ル
の
予
備
軍
を

作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
齢

者
に
お
け
る
腹
八
分
目
食
は
、

長
寿
に
は
結
び
つ
か
な
い
の
で

あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
す
れ

ば
、
骨
密
度
が
低
下
し
て
介
護

度
を
増
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を

背
負
う
こ
と
に
な
る
（
図
）。

高
齢
者
の
低
栄
養
対
策

　

要
介
護
の
原
因
と
な
る
フ
レ

イ
ル
と
は
、
単
に
筋
肉
の
量
や

機
能
が
低
下
す
る
筋
肉
フ
レ
イ

ル
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
機
能

の
低
下
や
う
つ
な
ど
を
も
た
ら

す
精
神
的
フ
レ
イ
ル
、
引
き
こ

も
り
や
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少
す
る
社
会

的
フ
レ
イ
ル
も
含
ま
れ
て
い

る
。
低
栄
養
に
な
る
と
疲
労
感

の
増
大
や
活
力
の
低
下
、
筋
力

低
下
が
起
こ
る
の
で
、
歩
行
速

度
の
低
下
、
活
動
量
の
低
下
と

い
っ
た
社
会

的
・
精
神
的

な
フ
レ
イ
ル

の
低
下
も
加

わ
る
こ
と
に

な
り
、
介
護

の
リ
ス
ク
は

増
大
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う

に
フ
レ
イ
ル

は
、
心
身
両

面
に
わ
た
る

全
身
の
低
栄

養
障
害
な
の

で
、
あ
る
特

定
の
栄
養
素

や
食
品
を
摂

取
す
る
だ
け
で
は
解
決
せ
ず
、

全
て
の
栄
養
素
が
不
足
し
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
タ
ン
パ
ク
質
、
さ
ら
に
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
す
る

と
各
種
代
謝
に
障
害
が
起
き
、

活
力
が
な
く
な
り
、
筋
肉
量
も

減
少
す
る
。
筋
肉
量
の
減
少
は

基
礎
代
謝
の
低
下
を
招
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
低
下
し
、

食
欲
が
減
退
し
て
、
食
事
摂
取

量
が
低
下
す
る
と
い
う
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
が
起
こ
っ
て
く
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
低
栄
養

の
予
防
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
食
事
を
規
則
正
し

く
、
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
ぜ

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か

を
、
第
一
に
探
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
（
表
２
）。
該
当
し
た

項
目
を
、
で
き
る
範
囲
で
改
善

す
る
。
食
欲
を
増
進
す
る
酢
、

香
辛
料
、
嗜
好
性
の
高
い
食
品

や
調
理
な
ど
を
適
度
に
使
う
。

料
理
の
温
度
管
理
、
テ
ー
ブ
ル

や
部
屋
の
雰
囲
気
、
匂
い
な
ど

に
気
を
付
け
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、

で
き
る
限
り
共
食
を
し
て
、
食

事
中
は
不
快
に
な
る
話
題
は
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
咀

嚼
や
嚥
下
が
困
難
な
場
合
は
、

濃
厚
流
動
食
品
や
咀
嚼
・
嚥
下

困
難
食
品
な
ど
の
特
別
用
途
食

品
を
活
用
す
る
の
も
い
い
方
法

で
あ
る
。

　

9
月
16
日
は
敬
老
の
日
。
先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
女
性
87
・

32
歳
、
男
性
81
・
25
歳
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
。
以

前
は「
粗
食
で
長
生
き
を
」
と
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
高
齢
者
の

低
栄
養
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
の
中
村
丁
次

学
長
に
、「
高
齢
者
の
低
栄
養
予
防
」
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

高齢者の
　低栄養を予防するには

表１　低栄養に見られる精神的変化
集中力、注意力、把握力、判断力は低下
精神的疲労感の増加
無感動、無力感の増加
異性への関心や性欲の低下
ガム、コーヒーへの枯渇感、中毒症状
気分障害、気まぐれ、イライラ感の増加
抑うつ、ヒステリー
忍耐やイライラは怒りの爆発に進展
神経質や不安の増大
爪かみ、喫煙
衛生観念の欠如
自殺企画や自傷
引きこもり、孤立、ユーモアや友愛の欠如
万引き

表２　　摂取量が減少する要因
１）�加齢：食欲低下、臭覚・味覚低下
２）�病気：咀嚼・嚥下障害、消化器疾患、炎症・がん、

代謝疾患、薬の副作用
３）�精神・心理：認知機能障害、うつ、誤嚥・窒息へ

の恐怖
４）�社会：一人暮らし、介護不足、孤独、貧困
５）�その他：不適合な食形態、肥満・生活習慣病への

過度な反応、誤った栄養・食事の知識

研究期間

全
身
の
骨
密
度

0 5 10 15 20（年）

コントロール群
カロリー制限群

図　長期カロリー制限により骨密度が低下する

腹八分目サルは介護サルを作っていた
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UW研究（Age（Dordor）2012；34：1133-1143）

中村丁次・神奈川県立保健福祉大学学長
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Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
）、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
候
群
）の
他
に
、

Ｉ
Ｑ
70
以
下
の
場
合
、
適
応
能

力
の
低
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
る
。
Ｉ
Ｑ
の
偏
り
は
、
生
き

に
く
さ
か
ら
障
害
と
も
く
く
ら

れ
る
が
、
知
能
指
数
は
95
％
が

Ｉ
Ｑ
70
〜
１
３
０
に
あ
り
、
残

り
の
５
％
が
70
以
下
と
１
３
０

以
上
に
正
規
分
布
す
る
も
の

で
、
ど
れ
も
同
じ
延
長
線
上
の

も
の
。
発
達
特
性
の
偏
り
も
、

例
え
ば
右
利
き
か
左
利
き
か
の

よ
う
に
、
同
じ
世
界
の
延
長
線

上
に
あ
る
脳
の
タ
イ
プ
の
違
い

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
あ
る
能
力
は
高
い
が
、
幼

い
社
会
性
と
強
い
こ
だ
わ
り
を

持
つ
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
や
す
く
、
不
器
用
さ
に
目
が

い
き
が
ち
だ
が
、
偏
り
は
弱
み

で
も
あ
れ
ば
強
み
で
も
あ
り
、

強
み
と
と
ら
え
れ
ば
、
そ
の
人

は
生
き
や
す
く
な
る
。

特
性
を
長
所
に
と
ら
え
る

　

子
ど
も
た
ち
が
時
折
見
せ
る

問
題
行
動
は
、
避
け
た
い
状
況

へ
の
苦
し
紛
れ
の
対
処
だ
。
嫌

な
こ
と
、
恐
い
こ
と
、
理
由
は

　

教
育
機
会
確
保
法
に
よ
り
、

不
登
校
支
援
の
目
標
が
学
校
復

帰
か
ら
社
会
的
自
立
に
転
換

し
、
支
援
の
あ
り
方
も
変
化
し

た
。
40
年
近
く
に
わ
た
り
不
登

校
の
児
童
生
徒
を
見
て
き
た
松

坂
秀
雄
先
生
が
、
養
護
教
諭
に

求
め
ら
れ
る
不
登
校
支
援
に
つ

い
て
話
し
た
。

　

不
登
校
で
見
え
て
い
る
現
象

は
「
児
童
生
徒
が
学
校
に
来
な

い
」
こ
と
。
そ
の
背
景
、
家
庭

や
学
校
で
、
教
師
が
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
。

　
「
原
因
の
あ
る
不
登

校
」
と
「
原
因
の
見
当

た
ら
な
い
不
登
校
」。

　

前
者
は
、
直
接
の
原

因
と
し
て
、
家
族
の
関

係
や
疾
病
な
ど
の
家

庭
の
問
題
、
友
人
や
教

師
と
の
関
係
や
、
い
じ

め
な
ど
学
校
の
問
題

が
あ
り
、
支
援
に
は
こ

れ
ら
の
原
因
に
よ
る

心
の
ダ
メ
ー
ジ
の
ケ

ア
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
き
な
背
景

因
の
１
つ
に
発
達
特

性
の
偏
り
が
あ
る
。
Ｌ

Ｄ
（
学
習
障
害
）、
Ａ

の
姿
勢
が
と
れ
な
い
、
片
足
立

ち
で
き
な
い
子
ど
も
も
多
い
な

ど
、体
力
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
子
ど
も
た
ち

を
包
む
環
境
が
あ
る
。
公
園
が

少
な
く
、
ボ
ー
ル
使
用
禁
止
の

公
園
も
多
い
。
１
９
８
０
年
の

男
子
は
１
日
平
均
２
万
５
、
０

０
０
歩
、歩
い
た
の
に
対
し
て
、

現
在
は
１
万
２
、
０
０
０
歩
程

度
。運
動
量
は
半
減
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
は
ど
れ
く
ら
い
運

動
す
べ
き
か
」。
文
科
省
の
指

針
で
も
日
本
体
育
協
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
遊
び
を
含
め

１
日
60
分
以
上
が
望
ま
し
い
と

あ
る
。
し
か
し
、
文
科
省
の
調

査
で
は
１
週
間
の
総
運
動
時
間

が
60
分
未
満
の
小
中
学
生
も
あ

り
、
筋
骨
格
系
の
運
動
不
足
か

ら
、
子
ど
も
で
も
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
恐
れ
が
あ

る
。

　

逆
に
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
ん
で
、
週
１
８
０
０
分
以

上
の
子
ど
も
も
い
る
。
体
の
成

長
を
考
え
る
と
特
定
の
ス
ポ
ー

ツ
に
偏
る
の
は
好
ま
し
く
な

く
、
週
４
２
０
分
〜

１
８
０
０
分
の
範
囲

内
で
運
動
を
楽
し
む

こ
と
が
望
ま
し
い
。

正
し
い
姿
勢
、 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

赤
ち
ゃ
ん
の
骨
は

３
０
０
個
、
成
人
は

２
０
０
個
。
子
ど
も

の
体
は
大
人
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
で
は
な
く
、

骨
の
構
成
か
ら
違
う
。

ス
キ
ャ
モ
ン
の
発
育

曲
線
（
図
１
）
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、

ヒ
ト
は
神
経
が
先
に

　

高
校
野
球
の
投
手
の
連
投
の

是
否
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

が
徐
々
に
落
ち
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
夏
、
甲
子
園

に
出
場
し
た
高
校
球
児
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
指
導

す
る
理
学
療
法
士
、
㈱
ス
マ
イ

ル
フ
ェ
イ
ス
代
表
取
締
役
の
大

平
雄
一
先
生
か
ら
「
子
ど
も
特

有
の
ケ
ガ
や
故
障
が
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
発
生
し
て
い

る
の
か
、
予
防
の
対
策
と
よ
り

良
い
対
処
法
」
を
学
ん
だ
。

　
「
元
気
力
ア
ッ
プ
に
は
運
動

を
正
し
い
量
で
正
し
く
や
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
少
し
ず
れ
て

し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
や
っ
て

も
元
気
力
ア
ッ
プ
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
今
日
は
運
動
の
量

と
質
を
考
え
て
い
き
ま
す
」。

　

小
学
生
の
体
力
測
定
の
結
果

を
過
去
と
比
較
す
る
と
、
わ
ず

か
に
下
降
し
て
い
る
。
中
学
生

も
同
様
で
、
転
ん
だ
時
に
ケ
ガ

し
や
す
く
、蹲
踞（
そ
ん
き
ょ
）

必
ず
あ
る
。
そ
こ
か
ら
本
人
の

ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、
特
性
を

長
所
と
し
て
活
か
す
工
夫
を
す

る
。
そ
し
て
、
節
度
と
気
配
り

を
育
て
れ
ば
、
生
き
に
く
さ
も

減
少
す
る
。

　

集
団
が
苦
手
で
長
年
の
ハ
イ

ス
ト
レ
ス
で
疲
弊
し
て
い
る
彼

ら
に
は
、
ま
ず
、
休
ま
せ
る
こ

と
が
大
切
。「
暇
」「
何
か
や
り

た
い
」
と
本
人
が
思
っ
た
時
、

１
日
か
半
日
の
流
れ
で
、
保
健

室
登
校
、
別
室
登
校
か
ら
始
め

る
。
事
前
に
１
日
の
流
れ
で
ど

こ
が
つ
ら
い
の
か
、
本
人
に
聞

き
取
り
を
行
う
。
ヘ
ル
ピ
ン
グ

能
力
が
低
い
彼
ら
に
は
、
困
っ

た
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

緊
急
時
の
対
応
を
決
め
、
実
際

に
リ
ハ
ー
サ
ル
す
る
。

　

学
校
で
の
様
子
を
マ
メ
に
家

庭
に
連
絡
す
る
こ
と
も
大
切
。

家
族
の
安
心
で
、
本
人
も
家
で

く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
な
り
、
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
。
学
校

で
の
困
り
ご
と
を
家
庭
と
共
有

し
、
信
頼
関
係
を
築
け
ば
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
医
療
関
係
者
に

も
つ
な
が
る
。

心
の
声
を
聞
く

　

原
因
の
見
当
た
ら
な
い
不
登

校
は
、
本
人
は
学
校
が
嫌
な
わ

け
で
は
な
く
、
心
の
芯
が
育
っ

て
い
な
い
た
め
に
動
け
な
く

な
っ
て
い
る
。
心
の
芯
と
は
、

内
側
の
欲
求
に
こ
た
え
る
自

分
。
そ
の
こ
と
を
周
囲
が
理
解

し
、
心
の
成
長
を
促
す
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
も
っ

と
も
ら
し
い
理
由
を
つ
け
て
登

校
を
拒
否
す
る
が
、
自
分
で
も

理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
共
通
す

る
の
は
「
ま
じ
め
で
成
績
も
悪

く
な
い
」「
手
が
か
か
ら
な
い
」。

何
ら
か
の
事
情
で
わ
が
ま
ま
を

封
印
し
、「
人
か
ら
ど
う
見
ら

れ
て
い
る
か
」
が
気
に
な
り
、

遠
く
に
は
旅
行
に
行
け
る
が
、

近
所
へ
の
買
い
物
は
行
け
な

い
。
学
校
に
行
か
な
い
自
分
も

受
け
入
れ
が
た
い
。

　

登
校
刺
激
に
過
敏
に
な
る
背

景
に
は
、上
手
に
甘
え
ら
れ
ず
、

内
心
の
葛
藤
や
失
望
感
が
あ

り
、
ダ
メ
な
自
分
を
責
め
、
動

け
な
く
な
る
。「
自
分
が
、
よ

り
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
」
に

不
登
校
に
な
る
。

　

彼
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

わ
が
ま
ま
な
自
分
。「
ノ
ー
」

と
い
う
意
思
表
示
。「
ノ
ー
」

を
い
え
る
力
が
育
つ
と
、
身
体

症
状
も
な
く
な
る
。
大
人
は
親

心
か
ら
、
１
回
で
き
る
と
２
回

目
を
求
め
る
が
、
本
人
の
気
が

向
か
な
け
れ
ば
無
理
に
進
め
な

い
。
本
人
の
ル
ー
ル
と
ペ
ー
ス

を
尊
重
す
る
。
ま
た
、
保
護
者

の
不
安
、
絶
望
感
に
寄
り
添
う

こ
と
も
必
要
で
、
保
護
者
が
楽

に
な
る
と
彼
ら
も
動
き
や
す
く

な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み

や
価
値
観
を
理
解
し
、
自
己
肯

定
感
に
つ
な
げ
た
い
。

　

保
健
室
に
は
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
苦
手
な
子
ど
も
が
来

室
し
、
養
護
教
諭
は
子
ど
も
の

身
体
の
不
調
、
登
校
し
ぶ
り
の

訴
え
を
聞
い
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル

で
興
奮
状
態
に
な
っ
て
い
る
子

の
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た
り

す
る
対
応
を
求
め
ら
れ
る
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
こ
う
し
た
子
ど
も
へ
の

対
応
を
早
稲
田
大
学
教
育
学
部

非
常
勤
講
師
で
公
認
心
理
師
・

臨
床
心
理
士
の
鈴
村
眞
理
先
生

か
ら
学
ん
だ
。
ア
ン
ガ
ー
状
態

と
は
、
自
分
の
欲
求
を
適
切
に

表
現
で
き
な
い
結
果
、
い
ろ
い

ろ
な
感
情
が
入
り
混
じ
っ
た「
混

沌
と
し
た
状
態
」で
あ
る
。

ア
ン
ガ
ー
状
態
で
は
、
頻

脈
な
ど
の
生
理
的
な
反

応
、
状
況
を
マ
イ
ナ
ス
に

と
ら
え
る
認
知
面
の
反

応
が
起
き
、
自
暴
自
棄
な

表
現
や
行
動
に
つ
な
が
る
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
目
的
と
し
て
①
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

力
を
つ
け
る（
生
理
的
反

応
へ
の
対
応
）
②
状
況
の

捉
え
方
を
変
え
る
方
法

を
学
ぶ（
状
況
を
マ
イ
ナ

ス
に
捉
え
る
こ
と
へ
の
対

応
）
③
適
切
な
表
現
方

法
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
学

ぶ（
衝
動
的
、
自
暴
自
棄
的
な

行
動
へ
の
対
応
）
が
あ
る
。
講

演
で
は
、
ア
ン
ガ
ー
の
表
出
タ

イ
プ
と
そ
の
対
応
、
子
ど
も
が

キ
レ
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
き

に
や
っ
て
は
い
け
な
い
対
応
、子

ど
も
の
心
を
開
く
話
し
の
聴
き

方
を
具
体
的
に
解
説
し
た
。
続

い
て
、
現
場
で
よ
く
あ
る
ト
ラ

ブ
ル
場
面
の
例
を
「
目
に
見
え

る
行
動
」「
目
に
見
え
な
い
考

え
、
欲
求
、
気
持
ち
」「
適
切

な
行
動
（
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ト
）」「
そ
れ
を
導
く
教
師
の
言

葉
（
養
護
教
諭
の
対
応
）」
を

時
系
列
に
１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま

成
長
し
て
、
筋
骨
格
系
は
12
歳

く
ら
い
か
ら
発
達
す
る
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
い
わ
れ
る
９

〜
12
歳
を
境
に
し
て
、
そ
れ
ま

で
は
い
ろ
い
ろ
な
運
動
や
遊
び

を
経
験
さ
せ
る
こ
と
。
身
長
が

伸
び
出
し
て
自
分
の
体
を
イ

メ
ー
ジ
ど
お
り
扱
い
に
く
い
ポ

ス
ト
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ（
13
〜

15
歳
）
に
対
し
て
は
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
落
ち
た
こ
と
を
練
習

不
足
だ
と
勘
違
い
し
、
頑
張
り

過
ぎ
て
故
障
し
な
い
よ
う
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
大
切
で
あ
る
。

　

発
育
は
個
人
差
男
女
差
が
大

き
く
、
身
長
体
重
を
定
期
的
に

測
定
し
て
、
運
動
指
導
に
加
味

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

骨
格
の
発
達
に
は
生
活
面
が
極

め
て
大
切
で
、
床
の
生
活
は
子

ど
も
の
骨
の
発
達
に
好
ま
し
く

な
く
、
正
座
も
長
い
時
間
す
る

と
脛
骨
の
湾
曲
の
原
因
と
な

る
。
と
ん
び
座
り
（
ぺ
ち
ゃ
ん

こ
座
り
）
は
大
腿
骨
の
形
成
異

常
に
つ
な
が
る
。
ソ
フ
ァ
は
座

面
の
高
さ
が
子
ど
も
の
足
の
長

さ
と
合
わ
ず
、
子
ど
も
の
体
に

あ
っ
た
椅
子
が
望
ま
し
い
。
勉

強
も
ゲ
ー
ム
も
同
じ
姿
勢
で
続

け
る
の
で
は
な
く
、
座
る
、
立

つ
、
立
て
膝
で
行
う
な
ど
、
15

～
20
分
サ
イ
ク
ル
で
姿
勢
を
変

え
る
と
い
い
。

　

正
し
い
姿
勢
は
「
胸
を
張
っ

て
背
筋
を
伸
ば
す
」
と
こ
れ
ま

で
い
わ
れ
て
き
た
。
猫
背
と
い

う
言
葉
か

ら
も
背
骨

を
真
っ
す

ぐ
伸
ば
す

べ
き
だ
と

思
わ
れ
る

こ
と
が
多

い
。
し
か

し
背
骨
は

横
か
ら
み

る
と
も
と

も
と
Ｓ
字

型
に
湾
曲

し
て
お

り
、
無
理

に
伸
ば
そ
う
と
す
る
と
負
担
が

か
か
っ
た
り
腰
を
反
り
す
ぎ
た

り
す
る
場
合
が
多
い
。
む
し
ろ

鎖
骨
と
肩
甲
骨
を
し
っ
か
り
と

動
か
し
て
姿
勢
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
れ
ば
、
い
い
姿
勢
が
生
ま

れ
、
呼
吸
も
し
や
す
い
。

　

腕
立
て
伏
せ
は
肘
の
折
れ
目

が
前
を
向
く
よ
う
に
し
な
い
と

不
良
姿
勢
を
つ
く
る
原
因
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
ヘ
ル
ニ
ア

に
な
り
や
す
い
従
来
の
か
ら
だ

を
起
こ
す
シ
ッ
ト
ア
ッ
プ
か

ら
、
首
を
曲
げ
ず
に
腰
も
起
さ

ず
胸
だ
け
起
こ
す
カ
ー
ル
ア
ッ

プ
が
腹
筋
運
動
の
主
流
に
な
っ

て
き
た
。
従
来
の
シ
ン
プ
ル
な

運
動
で
あ
っ
て
も
筋
肉
や
骨
格

の
働
き
に
基
づ
い
た
正
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
ケ
ガ
や
故
障
を

防
ぐ
。
特
に
骨
や
筋
肉
が
未
発

達
な
子
ど
も
に
は
細
か
い
指
導

で
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

ケ
ガ
と
ス
ポ
ー
ツ
障
害

　
「
捻
挫
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い

わ
れ
た
の
に
、
実
際
は
骨
折

だ
っ
た
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
多

い
と
聞
き
ま
す
。
骨
折
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
捻
挫
イ
コ
ー

ル
靭
帯
損
傷
な
の
で
捻
挫
だ
か

ら
大
し
た
こ
と
な
い
と
考
え
ず

適
切
な
対
処
が
必
要
で
す
」。

　

応
急
処
置
の
基
本
は
レ
ス
ト

（
安
静
）、ア
イ
シ
ン
グ（
冷
却
）、

コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン（
圧
迫
）、

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
挙
上
）。

こ
れ
を
適
切
に
す
る
こ
と
で
靭

帯
の
緩
み
を
防
ぎ
機
能
回
復
を

早
め
る
。

　

舟
状
骨
、
第
５
中
足
骨
を
押

し
て
痛
み
が
あ
る
か
を
調
べ
、

骨
折
の
可
能
性
が
あ
る
か
を
判

断
す
る
オ
タ
ワ
足
関
節
ル
ー
ル

（
図
２
）
も
有
効
。
以
前
は
オ

タ
ワ
足
関
節
ル
ー
ル
の
適
用
は

18
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
た
が
、

小
学
生
に
も
適
応
で
き
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

５
歳
以
下
の
子
ど
も
に
は
適
応

で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。

　

さ
ら
に
ケ
ガ
と
ス
ポ
ー
ツ
障

害
の
違
い
に
触
れ
た
。
ケ
ガ
は

異
常
な
外
力
が
加
わ
る
急
性
外

傷
。
ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
慢
性
外

傷
で
時
間
の
経
過
の
中
で
組
織

の
強
度
が
徐
々
に
下
が
る
。

日
々
の
指
導
で
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

障
害
だ
。

　
「
子
ど
も
の
元
気
力

ア
ッ
プ
に
は
、
生
活
習

慣
、
体
育
な
ど
で
の
基

礎
運
動
、
習
い
事
や
部

活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
が
必
要
で
す
。
養
護

教
諭
は
、
ご
両
親
や
先

生
方
、
そ
の
ほ
か
の
運

動
指
導
者
と
の
懸
け
橋

と
な
っ
て
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
け
る

貴
重
な
存
在
だ
と
思
い

ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　

第
51
回
神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
主
催
の
夏
期
講
習
会
が
、
８

月
１
日
・
２
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
横
浜
港
運
健
康
保
険
組

合
大
会
議
室
（
横
浜
市
中
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
神
奈
川
県
内
だ

け
で
な
く
北
海
道
や
福
島
、
鳥
取
県
な
ど
全
国
か
ら
80
人
を
超
え

る
養
護
教
諭
が
猛
暑
の
中
、
児
童
生
徒
の
支
援
を
深
め
る
た
め
、

不
登
校
へ
の
理
解
か
ら
、
ケ
ガ
の
対
処
・
ス
ポ
ー
ツ
障
害
と
い
っ

た
広
範
な
テ
ー
マ
の
講
座
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

横
浜
市
教
育
委
員
会
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・

ス
ク
ー
ル
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー　

松
坂 

秀
雄
先
生

不
登
校
児
童
生
徒
の
理
解
と

養
護
教
諭
が
で
き
る
具
体
的
な
支
援

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士　

鈴
村 

眞
理
先
生

保
健
室
で
で
き
る

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

と
め
て
、
子
ど
も
の
心
の
動
き

と
養
護
教
諭
の
対
応
を
考
え
た
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
実
践
す
る
に
は
、
子
ど
も
の

言
動
の
背
後
に
あ
る
課
題
を
身

体
面
、
学
習
面
、
心
理
・
社
会
面

か
ら
包
括
的
に
見
立
て
、
学
校

が
チ
ー
ム
と
し
て
支
援
計
画
を

立
て
る
校
内
体
制
が
必
要
で
あ

る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
理
事

国
際
Ｅ
Ａ
Ｐ
協
会
日
本
支
部
理
事　

西
川
あ
ゆ
み
先
生

学
校
保
健
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　
「
し
な
や
か
な
感
覚
」
と
い

う
意
味
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
。
人

間
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る

力
に
よ
り
、
挫
折
、
困
難
な
状

況
、
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
を
乗
り
越

え
、
そ
の
経
験
を
糧
に
、
よ
り

健
康
で
生
産
的
な
状
態
に
な
る

能
力
を
身
に
つ
け
る
。

　

学
校
保
健
の
現
場
や
児
童
生

徒
の
心
（
感
情
）
の
成
長
に
生

か
す
た
め
に
、
国
際
Ｅ
Ａ
Ｐ
協

会
日
本
支
部
理
事
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会

理
事
の
西
川
あ
ゆ
み
先
生
か
ら

学
ん
だ
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
特
色
は
自

分
の
弱
い
部
分
を
改
善
す
る
の

で
は
な
く
、強
い
部
分
を
知
り
、

さ
ら
に
強
く
す
る
こ
と
。
そ
の

柱
に
な
る
６
つ
の
要
素
、「
自

分
の
軸
」「
し
な
や
か
な
思
考
」

「
対
応
力
」「
人
と
の
つ
な
が

り
」「
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
に
つ
い

て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と

に
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
記

入
し
て
、
自
ら
の
強
み
と
弱
点

の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

参
加
者
自
身
が
自
分
の
価
値
観

な
ど
の
再
認
識
を
す
る
一
方
、

小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
通

じ
て
、自
分
の
強
味
を
認
識
し
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
自
ら
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
高
め
る
方
法
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
柱
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ

の
要
素
に
つ
い
て
子
ど
も
の
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
も
考

え
た
。
し
な
や
か
な
思
考
が
高

け
れ
ば
、
他
人
の
意
見
を
取
り

入
れ
ら
れ
、
楽
観
性
を
膨
ら
ま

せ
ら
れ
る
。
人
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
す
れ
ば
、
自
分
を
支
え

て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存
在

を
知
り
、
相
談
も
で
き
る
。
セ

ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
れ

ば
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

情
を
解
消
す
る
方
法
に

生
か
せ
る
な
ど
、
子
ど

も
の
場
合
の
効
果
も
考

え
て
い
っ
た
。

　

困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
る
柔
軟
性
と
回
復

力
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で

あ
り
、「
強
い
も
の
が

生
き
残
る
の
で
は
な

く
、
変
化
に
つ
い
て
い

け
る
も
の
が
生
き
残

る
」
と
い
う
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
言
葉
を
西
川
先
生

は
参
加
し
た
養
護
教
諭

ら
に
贈
っ
た
。

困
難
を
し
な
や
か
に
乗
り
越
え
る
力
を
つ
け
る
に
は

理
学
療
法
士
・
㈱
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
イ
ス
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
平 

雄
一
先
生

子
ど
も
の
元
気
力
ア
ッ
プ
！

ケ
ガ
と
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防
と
対
策

　8月20日に開催された健康経営実践セミナーでは、神奈川
働き方改革推進支援センター相談員で特定社会保険労務士の
渡辺栄英先生を講師に迎え、「中小企業の働き方改革につい
て」を聞いた。
　働き方改革の目的と内容、中小企業の取り組みをテーマに、
細部の枠組みの解釈や、年次有給休暇の取得、時間外労働の
上限規制、正規雇用と非正規雇用の不合理な待遇差の禁止を、
それぞれ2019年、2020年、2021年と段階的な施行である中小
企業の働き方改革を改めて確認した。特に人事労務と現場と
の認識にギャップのありがちな残業時間など、会場からの質
問も相次いだ。
　後半は、メンタルヘルス面にも効果がある元気の出る食事

のとり方を当協会の管理
栄養士で公認スポーツ栄
養士でもある今井 愛が

「はじめよう！脳活、腸
活」のテーマで講演し、
脳と腸の関係、食事と仕
事のパフォーマンスの関
係を学んだ。

LINKAI 横浜金沢ウエルネスセンターから

働き方改革と脳活・腸活LINKAI横浜金沢
ウエルネスセンター
2019後期のスケジュール

足首のテーピングを実践する大平先生（左）

成長する子どもたちの
からだ・こころに寄り添って
神奈川学校保健研究会　第51回夏期講習会

　

金
沢
区
内
の
事
業
所
の
健
康

経
営
を
支
援
す
る
た
め
に
横
浜

市
経
済
局
・
健
康
福
祉
局
と
横

浜
市
大
と
連
携
し
な
が
ら
各
種

セ
ミ
ナ
ー
や
健
康
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
金
沢
区
内
の
中

小
企
業
の
経
営
者
に
向
け
無
料

で
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
時
間
や
場
所
、
内

容
が
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
経
営
者
は
多
忙
の
た
め
、

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
づ
ら
い
と

い
う
声
が
多
く
、
ま
た
、
従
業

員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
の
要
望
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
か
ら
は
「
出
張
健
康

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
実
施
日

時
や
内
容
の
要
望
を
お
聞
き
し

な
が
ら
各
々
の
会
社
に
出
向

き
、
従
業
員
の
方
の
健
康
づ
く

り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
セ
ミ
ナ
ー
の
企

画
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
睡
眠
を
見
え
る
化
す
る

　

当
協
会
が
開
発
し
た
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」。
１

日
24
時
間
の
生
活
を
①
良
質
な

睡
眠
②
緊
張･

ス
ト
レ
ス
状
況

③
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
不
活
発

な
時
間
④
現
場
作
業
や
運
搬
と

い
っ
た
活
発
な
時
間
⑤
日
常
動

作
、
の
５
つ
に
分
類
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
量
を
「
見
え
る
化
」
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は「
睡
眠
と
ス
ト
レ
ス
」

に
着
目
。
味
の
素
㈱
の
協
力
で

参
加
者
全
員
に
睡
眠
休
息
サ

ポ
ー
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
「
グ
リ

ナ
」（
機
能
性
表
示
食
品
）
を

１
カ
月
間
、
試
食
し
て
も
ら
い

前
後
の
睡
眠
状
況
の
変
化
を

「
見
え
る
化
」
し
ま
す
。
会
社

単
位
（
上
限
30
人
）
で
の
お
申

込
み
と
な
り
ま
す
。

　
「
出
張
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
と
も

に
金
沢
区
内
の
事
業
場
で
あ
れ

ば
無
料
で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
はLIN 

K
A

I@
yobouigaku-kana 

gaw
a.or.jp

　
Ｐ
Ｉ
Ａ
メ
ッ
セ

　

横
浜
金
沢
産
業
連
絡
協
議
会

が
主
催
す
る
「
Ｐ
Ｉ
Ａ
メ
ッ 

セ
」
が
10
月
11
日
（
金
）
14
時

～
、
横
浜
市
金
沢
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
皆
が
得
す
る
健
康

経
営
！！
」。
セ
ミ
ナ
ー
で
は「
中

小
企
業
こ
そ
健
康
経
営
！
」
の

テ
ー
マ
で
、
東
京
大
学
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
・
松
村　

賢
治
氏
が
講
演
し

ま
す
。
ま
た
、
健
康
経
営
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
企
業
の
ブ
ー
ス

出
展
と
交
流
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
費
は
５
０
０
円
（
主

催
団
体
の
会
員
は
無
料
）。

第五中足骨基部 舟状骨

足の外側 足の内側

図２ オタワ足関節ルール
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誕
生
か
ら
成
熟
期
ま
で
の
発
育
量
を
１
０
０
％
と
し
た
割
合

図１ スキャモンの発育曲線
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Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
）、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
候
群
）の
他
に
、

Ｉ
Ｑ
70
以
下
の
場
合
、
適
応
能

力
の
低
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
る
。
Ｉ
Ｑ
の
偏
り
は
、
生
き

に
く
さ
か
ら
障
害
と
も
く
く
ら

れ
る
が
、
知
能
指
数
は
95
％
が

Ｉ
Ｑ
70
〜
１
３
０
に
あ
り
、
残

り
の
５
％
が
70
以
下
と
１
３
０

以
上
に
正
規
分
布
す
る
も
の

で
、
ど
れ
も
同
じ
延
長
線
上
の

も
の
。
発
達
特
性
の
偏
り
も
、

例
え
ば
右
利
き
か
左
利
き
か
の

よ
う
に
、
同
じ
世
界
の
延
長
線

上
に
あ
る
脳
の
タ
イ
プ
の
違
い

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
あ
る
能
力
は
高
い
が
、
幼

い
社
会
性
と
強
い
こ
だ
わ
り
を

持
つ
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
や
す
く
、
不
器
用
さ
に
目
が

い
き
が
ち
だ
が
、
偏
り
は
弱
み

で
も
あ
れ
ば
強
み
で
も
あ
り
、

強
み
と
と
ら
え
れ
ば
、
そ
の
人

は
生
き
や
す
く
な
る
。

特
性
を
長
所
に
と
ら
え
る

　

子
ど
も
た
ち
が
時
折
見
せ
る

問
題
行
動
は
、
避
け
た
い
状
況

へ
の
苦
し
紛
れ
の
対
処
だ
。
嫌

な
こ
と
、
恐
い
こ
と
、
理
由
は

　

教
育
機
会
確
保
法
に
よ
り
、

不
登
校
支
援
の
目
標
が
学
校
復

帰
か
ら
社
会
的
自
立
に
転
換

し
、
支
援
の
あ
り
方
も
変
化
し

た
。
40
年
近
く
に
わ
た
り
不
登

校
の
児
童
生
徒
を
見
て
き
た
松

坂
秀
雄
先
生
が
、
養
護
教
諭
に

求
め
ら
れ
る
不
登
校
支
援
に
つ

い
て
話
し
た
。

　

不
登
校
で
見
え
て
い
る
現
象

は
「
児
童
生
徒
が
学
校
に
来
な

い
」
こ
と
。
そ
の
背
景
、
家
庭

や
学
校
で
、
教
師
が
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
。

　
「
原
因
の
あ
る
不
登

校
」
と
「
原
因
の
見
当

た
ら
な
い
不
登
校
」。

　

前
者
は
、
直
接
の
原

因
と
し
て
、
家
族
の
関

係
や
疾
病
な
ど
の
家

庭
の
問
題
、
友
人
や
教

師
と
の
関
係
や
、
い
じ

め
な
ど
学
校
の
問
題

が
あ
り
、
支
援
に
は
こ

れ
ら
の
原
因
に
よ
る

心
の
ダ
メ
ー
ジ
の
ケ

ア
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
き
な
背
景

因
の
１
つ
に
発
達
特

性
の
偏
り
が
あ
る
。
Ｌ

Ｄ
（
学
習
障
害
）、
Ａ

の
姿
勢
が
と
れ
な
い
、
片
足
立

ち
で
き
な
い
子
ど
も
も
多
い
な

ど
、体
力
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
子
ど
も
た
ち

を
包
む
環
境
が
あ
る
。
公
園
が

少
な
く
、
ボ
ー
ル
使
用
禁
止
の

公
園
も
多
い
。
１
９
８
０
年
の

男
子
は
１
日
平
均
２
万
５
、
０

０
０
歩
、歩
い
た
の
に
対
し
て
、

現
在
は
１
万
２
、
０
０
０
歩
程

度
。運
動
量
は
半
減
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
は
ど
れ
く
ら
い
運

動
す
べ
き
か
」。
文
科
省
の
指

針
で
も
日
本
体
育
協
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
遊
び
を
含
め

１
日
60
分
以
上
が
望
ま
し
い
と

あ
る
。
し
か
し
、
文
科
省
の
調

査
で
は
１
週
間
の
総
運
動
時
間

が
60
分
未
満
の
小
中
学
生
も
あ

り
、
筋
骨
格
系
の
運
動
不
足
か

ら
、
子
ど
も
で
も
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
恐
れ
が
あ

る
。

　

逆
に
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
ん
で
、
週
１
８
０
０
分
以

上
の
子
ど
も
も
い
る
。
体
の
成

長
を
考
え
る
と
特
定
の
ス
ポ
ー

ツ
に
偏
る
の
は
好
ま
し
く
な

く
、
週
４
２
０
分
〜

１
８
０
０
分
の
範
囲

内
で
運
動
を
楽
し
む

こ
と
が
望
ま
し
い
。

正
し
い
姿
勢
、 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

赤
ち
ゃ
ん
の
骨
は

３
０
０
個
、
成
人
は

２
０
０
個
。
子
ど
も

の
体
は
大
人
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
で
は
な
く
、

骨
の
構
成
か
ら
違
う
。

ス
キ
ャ
モ
ン
の
発
育

曲
線
（
図
１
）
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、

ヒ
ト
は
神
経
が
先
に

　

高
校
野
球
の
投
手
の
連
投
の

是
否
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

が
徐
々
に
落
ち
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
夏
、
甲
子
園

に
出
場
し
た
高
校
球
児
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
指
導

す
る
理
学
療
法
士
、
㈱
ス
マ
イ

ル
フ
ェ
イ
ス
代
表
取
締
役
の
大

平
雄
一
先
生
か
ら
「
子
ど
も
特

有
の
ケ
ガ
や
故
障
が
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
発
生
し
て
い

る
の
か
、
予
防
の
対
策
と
よ
り

良
い
対
処
法
」
を
学
ん
だ
。

　
「
元
気
力
ア
ッ
プ
に
は
運
動

を
正
し
い
量
で
正
し
く
や
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
少
し
ず
れ
て

し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
や
っ
て

も
元
気
力
ア
ッ
プ
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
今
日
は
運
動
の
量

と
質
を
考
え
て
い
き
ま
す
」。

　

小
学
生
の
体
力
測
定
の
結
果

を
過
去
と
比
較
す
る
と
、
わ
ず

か
に
下
降
し
て
い
る
。
中
学
生

も
同
様
で
、
転
ん
だ
時
に
ケ
ガ

し
や
す
く
、蹲
踞（
そ
ん
き
ょ
）

必
ず
あ
る
。
そ
こ
か
ら
本
人
の

ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、
特
性
を

長
所
と
し
て
活
か
す
工
夫
を
す

る
。
そ
し
て
、
節
度
と
気
配
り

を
育
て
れ
ば
、
生
き
に
く
さ
も

減
少
す
る
。

　

集
団
が
苦
手
で
長
年
の
ハ
イ

ス
ト
レ
ス
で
疲
弊
し
て
い
る
彼

ら
に
は
、
ま
ず
、
休
ま
せ
る
こ

と
が
大
切
。「
暇
」「
何
か
や
り

た
い
」
と
本
人
が
思
っ
た
時
、

１
日
か
半
日
の
流
れ
で
、
保
健

室
登
校
、
別
室
登
校
か
ら
始
め

る
。
事
前
に
１
日
の
流
れ
で
ど

こ
が
つ
ら
い
の
か
、
本
人
に
聞

き
取
り
を
行
う
。
ヘ
ル
ピ
ン
グ

能
力
が
低
い
彼
ら
に
は
、
困
っ

た
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

緊
急
時
の
対
応
を
決
め
、
実
際

に
リ
ハ
ー
サ
ル
す
る
。

　

学
校
で
の
様
子
を
マ
メ
に
家

庭
に
連
絡
す
る
こ
と
も
大
切
。

家
族
の
安
心
で
、
本
人
も
家
で

く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
な
り
、
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
。
学
校

で
の
困
り
ご
と
を
家
庭
と
共
有

し
、
信
頼
関
係
を
築
け
ば
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
医
療
関
係
者
に

も
つ
な
が
る
。

心
の
声
を
聞
く

　

原
因
の
見
当
た
ら
な
い
不
登

校
は
、
本
人
は
学
校
が
嫌
な
わ

け
で
は
な
く
、
心
の
芯
が
育
っ

て
い
な
い
た
め
に
動
け
な
く

な
っ
て
い
る
。
心
の
芯
と
は
、

内
側
の
欲
求
に
こ
た
え
る
自

分
。
そ
の
こ
と
を
周
囲
が
理
解

し
、
心
の
成
長
を
促
す
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
も
っ

と
も
ら
し
い
理
由
を
つ
け
て
登

校
を
拒
否
す
る
が
、
自
分
で
も

理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
共
通
す

る
の
は
「
ま
じ
め
で
成
績
も
悪

く
な
い
」「
手
が
か
か
ら
な
い
」。

何
ら
か
の
事
情
で
わ
が
ま
ま
を

封
印
し
、「
人
か
ら
ど
う
見
ら

れ
て
い
る
か
」
が
気
に
な
り
、

遠
く
に
は
旅
行
に
行
け
る
が
、

近
所
へ
の
買
い
物
は
行
け
な

い
。
学
校
に
行
か
な
い
自
分
も

受
け
入
れ
が
た
い
。

　

登
校
刺
激
に
過
敏
に
な
る
背

景
に
は
、上
手
に
甘
え
ら
れ
ず
、

内
心
の
葛
藤
や
失
望
感
が
あ

り
、
ダ
メ
な
自
分
を
責
め
、
動

け
な
く
な
る
。「
自
分
が
、
よ

り
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
」
に

不
登
校
に
な
る
。

　

彼
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

わ
が
ま
ま
な
自
分
。「
ノ
ー
」

と
い
う
意
思
表
示
。「
ノ
ー
」

を
い
え
る
力
が
育
つ
と
、
身
体

症
状
も
な
く
な
る
。
大
人
は
親

心
か
ら
、
１
回
で
き
る
と
２
回

目
を
求
め
る
が
、
本
人
の
気
が

向
か
な
け
れ
ば
無
理
に
進
め
な

い
。
本
人
の
ル
ー
ル
と
ペ
ー
ス

を
尊
重
す
る
。
ま
た
、
保
護
者

の
不
安
、
絶
望
感
に
寄
り
添
う

こ
と
も
必
要
で
、
保
護
者
が
楽

に
な
る
と
彼
ら
も
動
き
や
す
く

な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み

や
価
値
観
を
理
解
し
、
自
己
肯

定
感
に
つ
な
げ
た
い
。

　

保
健
室
に
は
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
苦
手
な
子
ど
も
が
来

室
し
、
養
護
教
諭
は
子
ど
も
の

身
体
の
不
調
、
登
校
し
ぶ
り
の

訴
え
を
聞
い
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル

で
興
奮
状
態
に
な
っ
て
い
る
子

の
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た
り

す
る
対
応
を
求
め
ら
れ
る
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
こ
う
し
た
子
ど
も
へ
の

対
応
を
早
稲
田
大
学
教
育
学
部

非
常
勤
講
師
で
公
認
心
理
師
・

臨
床
心
理
士
の
鈴
村
眞
理
先
生

か
ら
学
ん
だ
。
ア
ン
ガ
ー
状
態

と
は
、
自
分
の
欲
求
を
適
切
に

表
現
で
き
な
い
結
果
、
い
ろ
い

ろ
な
感
情
が
入
り
混
じ
っ
た「
混

沌
と
し
た
状
態
」で
あ
る
。

ア
ン
ガ
ー
状
態
で
は
、
頻

脈
な
ど
の
生
理
的
な
反

応
、
状
況
を
マ
イ
ナ
ス
に

と
ら
え
る
認
知
面
の
反

応
が
起
き
、
自
暴
自
棄
な

表
現
や
行
動
に
つ
な
が
る
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
目
的
と
し
て
①
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

力
を
つ
け
る（
生
理
的
反

応
へ
の
対
応
）
②
状
況
の

捉
え
方
を
変
え
る
方
法

を
学
ぶ（
状
況
を
マ
イ
ナ

ス
に
捉
え
る
こ
と
へ
の
対

応
）
③
適
切
な
表
現
方

法
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
学

ぶ（
衝
動
的
、
自
暴
自
棄
的
な

行
動
へ
の
対
応
）
が
あ
る
。
講

演
で
は
、
ア
ン
ガ
ー
の
表
出
タ

イ
プ
と
そ
の
対
応
、
子
ど
も
が

キ
レ
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
き

に
や
っ
て
は
い
け
な
い
対
応
、子

ど
も
の
心
を
開
く
話
し
の
聴
き

方
を
具
体
的
に
解
説
し
た
。
続

い
て
、
現
場
で
よ
く
あ
る
ト
ラ

ブ
ル
場
面
の
例
を
「
目
に
見
え

る
行
動
」「
目
に
見
え
な
い
考

え
、
欲
求
、
気
持
ち
」「
適
切

な
行
動
（
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ト
）」「
そ
れ
を
導
く
教
師
の
言

葉
（
養
護
教
諭
の
対
応
）」
を

時
系
列
に
１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま

成
長
し
て
、
筋
骨
格
系
は
12
歳

く
ら
い
か
ら
発
達
す
る
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
い
わ
れ
る
９

〜
12
歳
を
境
に
し
て
、
そ
れ
ま

で
は
い
ろ
い
ろ
な
運
動
や
遊
び

を
経
験
さ
せ
る
こ
と
。
身
長
が

伸
び
出
し
て
自
分
の
体
を
イ

メ
ー
ジ
ど
お
り
扱
い
に
く
い
ポ

ス
ト
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ（
13
〜

15
歳
）
に
対
し
て
は
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
落
ち
た
こ
と
を
練
習

不
足
だ
と
勘
違
い
し
、
頑
張
り

過
ぎ
て
故
障
し
な
い
よ
う
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
大
切
で
あ
る
。

　

発
育
は
個
人
差
男
女
差
が
大

き
く
、
身
長
体
重
を
定
期
的
に

測
定
し
て
、
運
動
指
導
に
加
味

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

骨
格
の
発
達
に
は
生
活
面
が
極

め
て
大
切
で
、
床
の
生
活
は
子

ど
も
の
骨
の
発
達
に
好
ま
し
く

な
く
、
正
座
も
長
い
時
間
す
る

と
脛
骨
の
湾
曲
の
原
因
と
な

る
。
と
ん
び
座
り
（
ぺ
ち
ゃ
ん

こ
座
り
）
は
大
腿
骨
の
形
成
異

常
に
つ
な
が
る
。
ソ
フ
ァ
は
座

面
の
高
さ
が
子
ど
も
の
足
の
長

さ
と
合
わ
ず
、
子
ど
も
の
体
に

あ
っ
た
椅
子
が
望
ま
し
い
。
勉

強
も
ゲ
ー
ム
も
同
じ
姿
勢
で
続

け
る
の
で
は
な
く
、
座
る
、
立

つ
、
立
て
膝
で
行
う
な
ど
、
15

～
20
分
サ
イ
ク
ル
で
姿
勢
を
変

え
る
と
い
い
。

　

正
し
い
姿
勢
は
「
胸
を
張
っ

て
背
筋
を
伸
ば
す
」
と
こ
れ
ま

で
い
わ
れ
て
き
た
。
猫
背
と
い

う
言
葉
か

ら
も
背
骨

を
真
っ
す

ぐ
伸
ば
す

べ
き
だ
と

思
わ
れ
る

こ
と
が
多

い
。
し
か

し
背
骨
は

横
か
ら
み

る
と
も
と

も
と
Ｓ
字

型
に
湾
曲

し
て
お

り
、
無
理

に
伸
ば
そ
う
と
す
る
と
負
担
が

か
か
っ
た
り
腰
を
反
り
す
ぎ
た

り
す
る
場
合
が
多
い
。
む
し
ろ

鎖
骨
と
肩
甲
骨
を
し
っ
か
り
と

動
か
し
て
姿
勢
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
れ
ば
、
い
い
姿
勢
が
生
ま

れ
、
呼
吸
も
し
や
す
い
。

　

腕
立
て
伏
せ
は
肘
の
折
れ
目

が
前
を
向
く
よ
う
に
し
な
い
と

不
良
姿
勢
を
つ
く
る
原
因
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
ヘ
ル
ニ
ア

に
な
り
や
す
い
従
来
の
か
ら
だ

を
起
こ
す
シ
ッ
ト
ア
ッ
プ
か

ら
、
首
を
曲
げ
ず
に
腰
も
起
さ

ず
胸
だ
け
起
こ
す
カ
ー
ル
ア
ッ

プ
が
腹
筋
運
動
の
主
流
に
な
っ

て
き
た
。
従
来
の
シ
ン
プ
ル
な

運
動
で
あ
っ
て
も
筋
肉
や
骨
格

の
働
き
に
基
づ
い
た
正
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
ケ
ガ
や
故
障
を

防
ぐ
。
特
に
骨
や
筋
肉
が
未
発

達
な
子
ど
も
に
は
細
か
い
指
導

で
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

ケ
ガ
と
ス
ポ
ー
ツ
障
害

　
「
捻
挫
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い

わ
れ
た
の
に
、
実
際
は
骨
折

だ
っ
た
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
多

い
と
聞
き
ま
す
。
骨
折
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
捻
挫
イ
コ
ー

ル
靭
帯
損
傷
な
の
で
捻
挫
だ
か

ら
大
し
た
こ
と
な
い
と
考
え
ず

適
切
な
対
処
が
必
要
で
す
」。

　

応
急
処
置
の
基
本
は
レ
ス
ト

（
安
静
）、ア
イ
シ
ン
グ（
冷
却
）、

コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン（
圧
迫
）、

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
挙
上
）。

こ
れ
を
適
切
に
す
る
こ
と
で
靭

帯
の
緩
み
を
防
ぎ
機
能
回
復
を

早
め
る
。

　

舟
状
骨
、
第
５
中
足
骨
を
押

し
て
痛
み
が
あ
る
か
を
調
べ
、

骨
折
の
可
能
性
が
あ
る
か
を
判

断
す
る
オ
タ
ワ
足
関
節
ル
ー
ル

（
図
２
）
も
有
効
。
以
前
は
オ

タ
ワ
足
関
節
ル
ー
ル
の
適
用
は

18
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
た
が
、

小
学
生
に
も
適
応
で
き
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

５
歳
以
下
の
子
ど
も
に
は
適
応

で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。

　

さ
ら
に
ケ
ガ
と
ス
ポ
ー
ツ
障

害
の
違
い
に
触
れ
た
。
ケ
ガ
は

異
常
な
外
力
が
加
わ
る
急
性
外

傷
。
ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
慢
性
外

傷
で
時
間
の
経
過
の
中
で
組
織

の
強
度
が
徐
々
に
下
が
る
。

日
々
の
指
導
で
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

障
害
だ
。

　
「
子
ど
も
の
元
気
力

ア
ッ
プ
に
は
、
生
活
習

慣
、
体
育
な
ど
で
の
基

礎
運
動
、
習
い
事
や
部

活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
が
必
要
で
す
。
養
護

教
諭
は
、
ご
両
親
や
先

生
方
、
そ
の
ほ
か
の
運

動
指
導
者
と
の
懸
け
橋

と
な
っ
て
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
け
る

貴
重
な
存
在
だ
と
思
い

ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　

第
51
回
神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
主
催
の
夏
期
講
習
会
が
、
８

月
１
日
・
２
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
横
浜
港
運
健
康
保
険
組

合
大
会
議
室
（
横
浜
市
中
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
神
奈
川
県
内
だ

け
で
な
く
北
海
道
や
福
島
、
鳥
取
県
な
ど
全
国
か
ら
80
人
を
超
え

る
養
護
教
諭
が
猛
暑
の
中
、
児
童
生
徒
の
支
援
を
深
め
る
た
め
、

不
登
校
へ
の
理
解
か
ら
、
ケ
ガ
の
対
処
・
ス
ポ
ー
ツ
障
害
と
い
っ

た
広
範
な
テ
ー
マ
の
講
座
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

横
浜
市
教
育
委
員
会
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・

ス
ク
ー
ル
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー　

松
坂 

秀
雄
先
生

不
登
校
児
童
生
徒
の
理
解
と

養
護
教
諭
が
で
き
る
具
体
的
な
支
援

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士　

鈴
村 

眞
理
先
生

保
健
室
で
で
き
る

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

と
め
て
、
子
ど
も
の
心
の
動
き

と
養
護
教
諭
の
対
応
を
考
え
た
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
実
践
す
る
に
は
、
子
ど
も
の

言
動
の
背
後
に
あ
る
課
題
を
身

体
面
、
学
習
面
、
心
理
・
社
会
面

か
ら
包
括
的
に
見
立
て
、
学
校

が
チ
ー
ム
と
し
て
支
援
計
画
を

立
て
る
校
内
体
制
が
必
要
で
あ

る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
理
事

国
際
Ｅ
Ａ
Ｐ
協
会
日
本
支
部
理
事　

西
川
あ
ゆ
み
先
生

学
校
保
健
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　
「
し
な
や
か
な
感
覚
」
と
い

う
意
味
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
。
人

間
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る

力
に
よ
り
、
挫
折
、
困
難
な
状

況
、
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
を
乗
り
越

え
、
そ
の
経
験
を
糧
に
、
よ
り

健
康
で
生
産
的
な
状
態
に
な
る

能
力
を
身
に
つ
け
る
。

　

学
校
保
健
の
現
場
や
児
童
生

徒
の
心
（
感
情
）
の
成
長
に
生

か
す
た
め
に
、
国
際
Ｅ
Ａ
Ｐ
協

会
日
本
支
部
理
事
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会

理
事
の
西
川
あ
ゆ
み
先
生
か
ら

学
ん
だ
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
特
色
は
自

分
の
弱
い
部
分
を
改
善
す
る
の

で
は
な
く
、強
い
部
分
を
知
り
、

さ
ら
に
強
く
す
る
こ
と
。
そ
の

柱
に
な
る
６
つ
の
要
素
、「
自

分
の
軸
」「
し
な
や
か
な
思
考
」

「
対
応
力
」「
人
と
の
つ
な
が

り
」「
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
に
つ
い

て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と

に
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
記

入
し
て
、
自
ら
の
強
み
と
弱
点

の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

参
加
者
自
身
が
自
分
の
価
値
観

な
ど
の
再
認
識
を
す
る
一
方
、

小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
通

じ
て
、自
分
の
強
味
を
認
識
し
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
自
ら
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
高
め
る
方
法
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
柱
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ

の
要
素
に
つ
い
て
子
ど
も
の
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
も
考

え
た
。
し
な
や
か
な
思
考
が
高

け
れ
ば
、
他
人
の
意
見
を
取
り

入
れ
ら
れ
、
楽
観
性
を
膨
ら
ま

せ
ら
れ
る
。
人
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
す
れ
ば
、
自
分
を
支
え

て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存
在

を
知
り
、
相
談
も
で
き
る
。
セ

ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
れ

ば
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

情
を
解
消
す
る
方
法
に

生
か
せ
る
な
ど
、
子
ど

も
の
場
合
の
効
果
も
考

え
て
い
っ
た
。

　

困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
る
柔
軟
性
と
回
復

力
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で

あ
り
、「
強
い
も
の
が

生
き
残
る
の
で
は
な

く
、
変
化
に
つ
い
て
い

け
る
も
の
が
生
き
残

る
」
と
い
う
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
言
葉
を
西
川
先
生

は
参
加
し
た
養
護
教
諭

ら
に
贈
っ
た
。

困
難
を
し
な
や
か
に
乗
り
越
え
る
力
を
つ
け
る
に
は

理
学
療
法
士
・
㈱
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
イ
ス
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
平 

雄
一
先
生

子
ど
も
の
元
気
力
ア
ッ
プ
！

ケ
ガ
と
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防
と
対
策

　8月20日に開催された健康経営実践セミナーでは、神奈川
働き方改革推進支援センター相談員で特定社会保険労務士の
渡辺栄英先生を講師に迎え、「中小企業の働き方改革につい
て」を聞いた。
　働き方改革の目的と内容、中小企業の取り組みをテーマに、
細部の枠組みの解釈や、年次有給休暇の取得、時間外労働の
上限規制、正規雇用と非正規雇用の不合理な待遇差の禁止を、
それぞれ2019年、2020年、2021年と段階的な施行である中小
企業の働き方改革を改めて確認した。特に人事労務と現場と
の認識にギャップのありがちな残業時間など、会場からの質
問も相次いだ。
　後半は、メンタルヘルス面にも効果がある元気の出る食事

のとり方を当協会の管理
栄養士で公認スポーツ栄
養士でもある今井 愛が

「はじめよう！脳活、腸
活」のテーマで講演し、
脳と腸の関係、食事と仕
事のパフォーマンスの関
係を学んだ。

LINKAI 横浜金沢ウエルネスセンターから

働き方改革と脳活・腸活LINKAI横浜金沢
ウエルネスセンター
2019後期のスケジュール

足首のテーピングを実践する大平先生（左）

成長する子どもたちの
からだ・こころに寄り添って
神奈川学校保健研究会　第51回夏期講習会

　

金
沢
区
内
の
事
業
所
の
健
康

経
営
を
支
援
す
る
た
め
に
横
浜

市
経
済
局
・
健
康
福
祉
局
と
横

浜
市
大
と
連
携
し
な
が
ら
各
種

セ
ミ
ナ
ー
や
健
康
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
金
沢
区
内
の
中

小
企
業
の
経
営
者
に
向
け
無
料

で
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
時
間
や
場
所
、
内

容
が
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
経
営
者
は
多
忙
の
た
め
、

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
づ
ら
い
と

い
う
声
が
多
く
、
ま
た
、
従
業

員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
の
要
望
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
か
ら
は
「
出
張
健
康

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
実
施
日

時
や
内
容
の
要
望
を
お
聞
き
し

な
が
ら
各
々
の
会
社
に
出
向

き
、
従
業
員
の
方
の
健
康
づ
く

り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
セ
ミ
ナ
ー
の
企

画
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
睡
眠
を
見
え
る
化
す
る

　

当
協
会
が
開
発
し
た
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」。
１

日
24
時
間
の
生
活
を
①
良
質
な

睡
眠
②
緊
張･

ス
ト
レ
ス
状
況

③
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
不
活
発

な
時
間
④
現
場
作
業
や
運
搬
と

い
っ
た
活
発
な
時
間
⑤
日
常
動

作
、
の
５
つ
に
分
類
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
量
を
「
見
え
る
化
」
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は「
睡
眠
と
ス
ト
レ
ス
」

に
着
目
。
味
の
素
㈱
の
協
力
で

参
加
者
全
員
に
睡
眠
休
息
サ

ポ
ー
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
「
グ
リ

ナ
」（
機
能
性
表
示
食
品
）
を

１
カ
月
間
、
試
食
し
て
も
ら
い

前
後
の
睡
眠
状
況
の
変
化
を

「
見
え
る
化
」
し
ま
す
。
会
社

単
位
（
上
限
30
人
）
で
の
お
申

込
み
と
な
り
ま
す
。

　
「
出
張
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
と
も

に
金
沢
区
内
の
事
業
場
で
あ
れ

ば
無
料
で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
はLIN 

K
A

I@
yobouigaku-kana 

gaw
a.or.jp

　
Ｐ
Ｉ
Ａ
メ
ッ
セ

　

横
浜
金
沢
産
業
連
絡
協
議
会

が
主
催
す
る
「
Ｐ
Ｉ
Ａ
メ
ッ 

セ
」
が
10
月
11
日
（
金
）
14
時

～
、
横
浜
市
金
沢
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
皆
が
得
す
る
健
康

経
営
！！
」。
セ
ミ
ナ
ー
で
は「
中

小
企
業
こ
そ
健
康
経
営
！
」
の

テ
ー
マ
で
、
東
京
大
学
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
・
松
村　

賢
治
氏
が
講
演
し

ま
す
。
ま
た
、
健
康
経
営
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
企
業
の
ブ
ー
ス

出
展
と
交
流
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
費
は
５
０
０
円
（
主

催
団
体
の
会
員
は
無
料
）。

第五中足骨基部 舟状骨

足の外側 足の内側

図２ オタワ足関節ルール
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誕
生
か
ら
成
熟
期
ま
で
の
発
育
量
を
１
０
０
％
と
し
た
割
合

図１ スキャモンの発育曲線



健 康 か な が わ （毎月１回・15日発行） （４）第６１８号令和元年９月１５日

　

な
か
で
も
初
回
面
接
の
分
割

実
施
に
関
し
て
は
、
受
診
者
か

ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
健
診
当
日

の
特
定
保
健
指
導
に
つ
な
げ
ら

れ
る
た
め
、「
健
診
施
設
は
保

健
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
確
保
が

難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
実

受
診
率
向
上
を
目
指
し
て

　

協
議
会
は
、
神
奈
川
労
働
局

の
労
働
基
準
部
健
康
課
・
安
部

昭
彦
課
長
に
よ
る
県
下
に
お
け

る
労
働
衛
生
の
現
状
報
告
か
ら

始
ま
っ
た
。
ま
た
労
働
衛
生
行

政
の
重
点
項
目
や
関
係
法
令
の

改
正
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
９
月
か
ら
の
「
職
場
の
健

康
診
断
実
施
強
化
月
間
」
や
10

月
の
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」

に
む
け
て
、
健
診
機
関
へ
の
協

力
要
請
が
あ
っ
た
。

　

神
奈
川
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
労
働
衛
生
専
門

職
・
高
山
博
光
氏
か
ら
は
、
治

療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
対

策
に
つ
い
て
の
説
明
と
、「
両

立
支
援
カ
ー
ド
」
を
各
機
関
に

設
置
す
る
こ
と
の
依
頼
が
あ
っ

た
。

　

続
け
て
、
健
康
保
険
組
合
連

合
会
保
健
部
保
健
指
導
業
務
グ

ル
ー
プ
・
岩
崎
由
美
子
主
幹
に

よ
る
『
第
三
期
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
で
健
診
施
設
に
期

待
す
る
こ
と
―
受
診
率
向
上
を

目
指
し
て
』の
講
演
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
８
年
度
に
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
５
年
ご
と
の
見
直

し
を
経
て
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
第
三
期
と
な
っ
て
い
る
。
経

年
で
実
施
率
は
上
昇
し
て
い
る

も
の
の
目
標
値
に
は
及
ば
ず
、

実
施
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
特

定
保
健
指
導
の
運
営
ル
ー
ル
が

大
幅
に
見
直
さ
れ
た（
表
１
）。

　

企
業
の
健
康
診
断
な
ど
に
携
わ
る
健
康
支
援
機
関
が
会
員
と
な
り
、

高
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
労
働
衛
生
行
政
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
す

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
神
奈
川
県
健
康
管
理
機
関
協
議
会

（
代
表
幹
事
＝
当
協
会
・
会
員
数
14
機
関
）が
、
８
月
27
日
、
松
村
パ
ー

ク
ホ
ー
ル（
中
区
日
本
大
通
）で
開
催
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
健
康
管
理
機
関
協
議
会

は
、
職
業
病
を
防
止
す
る
に
は

健
康
診
断
だ
け
で
は
な
く
作
業

環
境
と
労
働
者
の
関
わ
り
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
理
念
の
も
と
、
昭
和
45

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昭
和
50

年
に
作
業
環
境
法
が
施
行
さ
れ

る
と
、
翌
年
３
月
に
は
県
下
で

最
初
の
作
業
環
境
測
定
機
関
の

認
可
を
受
け
た
。
当
時
は
作
業

場
の
環
境
の
良
否
を
評
価
す
る

方
法
論
が
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
測
定
だ
け
が
先
行
し
て
い

た
感
が
あ
る
が
、
昭
和
56
年
に

作
業
環
境
の
評
価
に
基
づ
く

「
作
業
環
境
管
理
要
綱
」
が
公

表
さ
れ
、
管
理
区
分
に
基
づ
く

作
業
環
境
管
理
の
推
進
が
な
さ

れ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
当

協
会
が
設
立
当
初
か
ら
事
務
局

を
引
き
受
け
て
い
る（
公
社
）日

本
作
業
環
境
測
定
協
会
神
奈
川

支
部
が
設
立
さ
れ
、
日
本
作
業

環
境
測
定
協
会
は
こ
こ
か
ら
全

国
へ
展
開
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
作
業
環
境
測
定

の
先
駆
け
と
も
い
え
る
当
協
会

で
、
芦
田
は
環
境
科
学
部
部
長

（
現
在
は
専
門
委
員
）
と
し
て

長
年
、
作
業
環
境
測
定
士
の
資

質
向
上
や
測
定
・
分
析
技
術
の

精
度
向
上
な
ど
に
尽
力
し
て
き

た
。

　
「
今
ま
で
の
作
業
環
境
管
理

は
、
測
定
し
て
、
悪
い
と
こ
ろ

を
改
善
し
て
い
く
と
い
う
形
で

進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
作
業
環
境
測
定
は
職
業
病

を
未
然
に
防
ぐ
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
中
核
を
担
う
ツ
ー
ル

と
し
て
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と

作
業
環
境
測
定
の
可
能
性
を
芦

田
は
語
っ
た
。

個人情報の取り扱いについて
　当協会では、本紙を送付している皆様につ
いて、送付に必要な情報（氏名・住所・所属
など）を送付名簿として保持しております。
　この個人情報は当協会の個人情報保護方針
に基づき、厳重な管理のもとに運用しており
ます。その上で、今後も継続して送付したい
と考えております。送付名簿から削除・訂正
を希望される場合には、健康創造室企画課
（☎045−641−8505）までご連絡ください。

芦田敏文専門委員

昨年のトークショーの様子

ピンクリボンかながわの今後の予定
ピンクリボンかながわin鎌倉2019

ピンクリボントークショー
日時：2019年11月2日（土）　13：30～15：30　（みどり祭同時開催）
場所：鎌倉女子大学・教室棟3階　大講義室　　　　［ 入場無料 ］

湘南記念病院乳がんセンター長・土井卓子医師や鎌倉女子大学教授・木下博勝医師による鎌倉女子大
でのトークショーのほかに、17：00からは大船観音がピンクにライトアップ（4日まで）されます。

お問合わせは、ピンクリボンかながわ事務局 薔 0120-406-561

施
率
向
上
の
た
め

に
、
当
日
指
導
を

考
え
て
ほ
し
い
」

と
岩
崎
氏
。
当
日

の
特
定
保
健
指
導

は
、
特
に
実
施
状

況
が
低
迷
し
て
い

る
被
扶
養
者
に
対

し
て
有
効
だ
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、

積
極
的
支
援
の
対

象
者
に
柔
軟
な
運

用
が
で
き
る
〝
モ

デ
ル
実
施
”
の
可

能
性
に
つ
い
て
も

語
っ
た
。

　

さ
ら
に
岩
崎
氏

は
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
の
結
果
デ
ー

タ
は
、
未
だ
に
紙
デ
ー
タ
と
電

子
デ
ー
タ
の
混
在
が
あ
り
、
健

診
機
関
に
よ
っ
て
基
準
範
囲
や

判
定
区
分
に
バ
ラ
つ
き
が
あ

り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に
活
用
で

き
て
な
い
現
状
を
指
摘
。
健
診

機
関
へ
の
改
善
を
要
望
し
た
。

　

６
月
12
日
に
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
（
港
区
芝
）
で
開
催
さ

れ
た
、
日
本
作
業
環
境
測
定
協

会
に
よ
る
「
創
立
40
周
年
記
念

式
典
」
に
て
、
当
協
会
の
芦
田

敏
文
専
門
委
員
が
、
長
年
に
わ

た
り
わ
が
国
の
作
業
環
境
管
理

の
向
上
発
展
に
尽
力
し
、
そ
の

功
労
が
顕
著
な
人
を
称
え
る

『
功
労
賞
』
を
授
与
さ
れ
た
。

　

当
協
会
の
作
業
環
境
測
定

授与された「功労賞」

『箱根町・仙石原のすすき草原』

写真提供・神奈川新聞社

６

　「かながわの景勝50選」や「かながわの花100選」にもなっている仙石原すすき草原。春は緑、
秋は黄金色に波打つすすきの草原パノラマが、台ヶ岳のふもとに広がります。遊歩道が整備されて
おり、すすきの群生のなかを歩くことができます。見頃は9月下旬～ 11上旬にかけて。秋の深ま
りとともに、銀色に輝く穂から淡い黄金色に変わっていくところも、見どころの1つです。

　

出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で
あ

る「
自
然
増
減
数
」は
マ
イ
ナ

ス
44
万
４
、０
８
５
人
で
、
人

口
減
少
ペ
ー
ス
か
ら
さ
ら
に
加

速
し
て
い
る
。
ま
た
死
因
を
み
る

と
、
第
1
位
が
ん
、
第
2
位
心

疾
患
に
次
い
で
、

こ
れ
ま
で
の
脳
血

管
疾
患
を
抑
え

て
、「
老
衰
」が
第

3
位
に
。
こ
の
よ

う
な
状
況
が
、
厚

生
労
働
省
が
こ
の

ほ
ど
公
表
し
た
平

成
30
年
（
２
０ 

１
８
）
人
口
動
態

統
計
月
報
年
計

（
概
数
）の
概
況
」

に
よ
っ
て
明
ら
か

と
な
っ
た（
図
１
）。

　

死
因
別
の
死
亡

数
を
み
る
と
、
第

1
位
は
悪
性
新
生

物
（
＝
が
ん
）
で
37
万
３
、５
４
７

人
（
人
口
10
万
対
の
死
亡
率
は

３
０
０
・７
）。
第
2
位
は
心
疾

患
（
高
血
圧
性
を
除
く
）
で
20
万 

８
、２
１
０
人
（
同
１
６
７・６
）。

第
3
位
は
老
衰
10
万
９
、６
０
６

人
（
同
88
・
２
）。
第
4
位
は
脳

血
管
疾
患
で
10
万
８
、１
６
５

人
（
同
87・
1
）。
第
5
位
は
肺

炎
で
9
万
４
、６
５
４
人
（
同
76・

2
）
と
な
っ
た
。
老
衰
は
平
成

13
年
以
降
、
死
亡
数
・
率
と
も

に
増
加
し
て
き
て
お
り
、今
回
、

第
3
位
に
な
っ
た
背
景
と
し

て
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
と
医

学
・
医
療
水
準
の
向
上
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
第
1
位
の
が
ん
は
一
貫

し
て
増
加
し
て
お
り
、
昭
和
56

年
以
降
、
死
因
順
位
は
第
1
位

と
な
っ
て
い
る
。
全
死
亡
者
に

占
め
る
が
ん
の
割
合
は
27・
４

％
で
、「
日
本
人
の
３
・６
人
に

1
人
が
、
が
ん
で
死
亡
し
て
い

る
」
計
算
だ
。

悪性新生物
＜腫瘍＞
27.4％

心疾患
（高血圧性を除く）

15.3％

心疾患
（高血圧性を除く）

15.3％
老衰
8.0％
老衰
8.0％

脳血管疾患
7.9％

脳血管疾患
7.9％肺炎

6.9％
不慮の事故
3.0％

誤嚥性肺炎
2.8％

腎不全
1.9％

血管性及び
詳細不明の
認知症
1.5％

自殺
1.5％ その他

23.6％

岩崎由美子主幹

芦
田
専
門
委
員
が

「
功
労
賞
」
受
賞

3.6
人
に
1
人
が
、
が
ん
で
死
亡

老
衰
が
死
因
第
3
位
に

表1　第三期　特定健診・特定保健指導の主な変更点

図1　主な死因の構成割合（平成30年）

　

最
後
に
、
参
加
機
関
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
、
ク
ー
ポ
ン
利
用
の
風

し
ん
抗
体
検
査
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
、
さ
ら
に
採
血
ト
ラ

ブ
ル
の
防
止
対
策
な
ど
を
報
告

し
合
っ
て
終
了
し
た
。

特定健診項目

・基本項目現状維持
　①やむをえない場合は、随時血糖でも可
　�②中性脂肪が400mg/dl以上または食後採血の場合、LDLコレス
テロールに代えて、Non-HDLコレステロールでも可

・詳細健診項目（血清クレアチニン検査を追加）

質問票 ・22項目
　（1項目変更：体重変化→歯科口腔保健を追加）

特定保健指導

・保健指導期間の短縮（6ヵ月以上→3ヵ月以上）
・初回面接分割
・�連続積極的支援該当者に対する特定保健指導の�
弾力化

・初回面接と実績評価の同一機関要件廃止
・積極的支援対象者にモデル実施が可能　　　など
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